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1　はじめに
　《ことわさを創作する》という視点を持ったのは，民俗学者の柳田国男が
最初であるといわれている。ことわざに関する大方の認識は，「古くから言
い伝えられた…」というものであろう。が，「今いう古典もかつては現代」
であったということは，まぎれもない事実である。
　落語には，古典と新作がある。能や舞踊にも，同様の分け方がある。こと
わさにも，このような分類法がみられ，一方を「伝承ことわざ」，他方を「創
作ことわさ」という。
　ことわざは，《いつの日か，どこかで，だれか》が創ったものである。も
しくだれか〉という表現に差し障りがあるならば，くだれとなく〉と置き換
えてもよい。つまり，ことわさは名言や格言などと類似しているが，作者名
などの出典が明らかではない場合が多い，という点に特徴がある。ことわざ
は，口承・口伝を専らとしてきたからである。ここで論じる「創作ことわさ」
は，作者の意図的な創作であることから，本来のことわさにはなじまない。
が，年月を経て自然淘汰され，作者名も消え失せたとき，「伝承ことわさ」
として命脈を保ち続ける可能性について，一概に否定することはできない。
　単刀直入にものを言っているように見えることわざであるが，人間味とユ
ーモアをたっぷりと含んでおり，それゆえに，強調が冴えることになる。
「信じる者はだまされる」ωは，新刊本の内容広告に見られた創作ことわさで
あり，「備えなければ憂いなし」②は，「天声人語」にみられた原子力問題に
26　明治大学教養論集　通巻333号（2000・3）
関する創作ことわさである。両者ともに本歌取りであり，パロディーとして
の逆説で論じている。同時に，勝負哲学としても活かすことができる「先ん
ずれば人を制す」と「駄馬の先走り」や，剣道でいう「先の先」と「後の先」
のように相反したことわざが存在する。このように，二面性を有するものが
共存できるのは，ことわさには矛盾を矛盾とし，それを超越することによっ
て調和を見出させる力が宿っているからであろう。当然のことながら，創作
されたことわさには，作者の姿勢が映り，選択したことわざにもまた，選者
の姿勢が投映されていることになる。
　哲学者の中村雄二郎は言う。「むしろ哲学は，ああ，そういう見方も可能
か，そんな切り口もあるのか，という風に答えを出す方が魅力的でしょう。
……Bそして最終的には，『こうとしか言えない』ことを見いだすのが哲学
だと思う」（3）。このことから，たとえ最終的な結論に至ってはいないとして
も，ことわさには一応の結論としての哲学が存在する，と考えることができ
る。「そういう見方も可能か」と一応の結論に至っていることわざには，鑑
賞し，使い，創作する，といったおもしろさがある。そこには，本音や直言
とともに，省略・暗示・寓意が隠されている。
　このような観点から，本稿では，スポーッ教育とことわさを創作すること
の連関に焦点を合わせ，その意義と創作の実態とを紹介する。なお，引用文
には新聞記事が多い。これは，《ヒントとしての日常》を大切にしてきた結
果であり，ことわさ創りの視点と同一線上にある。
皿　創作ことわざの系譜
　庄司和晃（教育学）は，「柳田国男の『諺』研究カードには，『子供も諺を
つくること』とあり，『子供ノ作ッタ諺』というもう1枚のカードにはつぎ
が記されてある」と書き記しているω。この記述を起点として，現代におけ
る創作ことわさの研究・教育が始まったと考えられる。
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　庄司は，「コトワザは論理である，感性的論理である，道理である」とい
う〈コトワザ観〉を示している（5）。つまり，庄司は，《科学法則を論理，生
活経験を感性とし，ことわさは両者の中間にある感性的論理（比喩的論理）
である》と捉えたのである（6）。そして，ことわさを作るということは，《真
理や道理の発見法や一種のメソッドづくりでもあり，作られたコトワザは体
験の結晶である》と考え，「コトワザ教育のねらいは『感性的論理を身につ
ける』ことだ」と論を進めているω。その論に基づき，「コトワザまじりの
文が書け，そしてコトワザづくりができること」（8）をコトワザ教育の到達目
標として，小学生から大学生に至るまで，多くの実践をなしてきた。
　1983年に高校生を対象にした《創作名言》の実践を始めた永野恒雄（社
会科担当教諭）は，冊子r名言集』を数多く編んでいる。永野は，「いった
い，創作名言と高校生の感性をつなぐ接点は何か」と考えているとき，庄司
の著書『柳田民俗学と子ども観』（明治図書出版，1987）にある「コトワザ
作り」ということばに接し，衝撃を受けたという（9）。後に永野は，庄司のコ
トワザ理論を学び，その成果を『高校生の名言』（遊戯社，1995）として発
表している。
　庄司や永野に触発された穴田義孝（社会心理学）は，《ことわさ創りから
若者のホンネをさぐる》という副題をもって『大学生のことわざ創り』を著
した。ここにおいて穴田は，創作ことわさは広義のことわざであり，《質問
紙法の自由回答》による《集合的理解と分析が可能である》ととらえてい
る㈹。同時に，「項目ごとにことわさ創りをするということは，一種の文章
完成法の手法であるともいえよう」「若者知りたし術はあり」と述べてい
る⑪。さらに，ことわざ創りは，「社会科学の一方法としての意味が提言で
きうるものと考えられる」との見解を呈し，学問としての可能性を示唆して
いる⑫。
　大藤ゆきは，師であった柳田国男から，「今困っていることを研究しなさ
い，と教わった」と言う㈹。このことばは，ことわざ創りの授業において
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は，まず直面している事実を写生し，ことばを紡ぎだすように導くべし，と
いう指針となる。直面している事実とは，与えられた課題だけではなく，お
もしろいと思うこと，気になっていることなど，身近に数多くある。事実の
集積から導き出されたことわさとしての批判・教訓・ユーモアは，直接的も
しくは間接的な説得力をもって迫ってくるに違いない。
皿　力ルタと創作ことわざ
　カルタは，安土桃山時代の天正期に，ポルトガルから入ってきたといわれ
ている。そして，ことわざがカルタに用いられるようになったのは，江戸中
期であると考えられている。
　ことわざに関する絵と図像の文化に詳しい時田昌瑞は，《たとえ五十句カ
ルタ》が日本最古のことわざカルタであるとしている⑭。また，『呉羽読本』
を解読して，「いろはカルタは，ことわざの優れたものと評価するものであ
った」とも記している⑮。
　《上方いろはカルタ》と《江戸いろはカルタ》に代表されるカルタである
が，それは，創作の対象ともなっていた。現代創作カルタの代表格は，西堀
栄三郎の《西堀カルタ》である。カルタ札そのものは現存しないが，「石橋
を叩けば渡れない」という西堀の創作ことわざは，i著書の表題にもなって存
続している。「“石橋を叩いて渡る”とか，“渡らん”とかいうけれども，石
橋を完全にたたいてから，渡るか渡らんか決心しようなんて思っていたら，
おそらく永久に石橋は渡らんことになるだろうと思います」等々の文章が，
そこに見られる⑯。このような文章を，一言で言い表すパワーがカルタの文
言，つまり，ことわさには秘められているのである。
　「これを（西堀カルタを）生徒に復刻させる中で，『本当の学力とは何か』
に迫ることが授業の目的です」と語るのは，高校（静岡県沼津市）で創造芸
術科目を担当する森田雅子である⑰。そのカルタは，1999年10月30日の明治
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大学におけるく第11回ことわざフォーラム〉（ことわさ研究会主催，代表者：
北村孝一）で展示された。そこには，自分で選択した西堀カルタの文言と，
それに対する生徒の解釈と決意が書かれている。同時に絵も描かれており，
教育の一形式として評価すべきものである，と考える。
　スポーッの分野では，舟橋明男と福田光洋が《いろはカルタ》形式にした
短文をもって，rスポーツ指導の名言』（黎明書房，1995）を著している。
旧題を『スポーツ指導いろはカルタ』といい，スポーツ指導やトレーニング
の要点を示して解説がなされている。これは，指導的立場の者が創作したと
いう点において，西堀と同じである。
　一方，女子短大で教鞭をとる伊藤わらびは，学生にカルタ創りを課し，そ
のカルタ取りを楽しんでいるという。「子どもの権利条約についてr条文を
ただ説明しても，さっと通り過ぎてしまう。子どもの問題は，大人の正しい
理解なくしては解決しない。一度でもいいから頭の中にきちんと置いて考え
てほしいと思った』」「学生たちは条約を一通り学んだ後で，もっとも強く訴
えたいと感じたことを選んで，約2ヵ月かけて作った」⑱。これは，教育の
現場における真の創作カルタであり，カルタに凝縮されたことばは，まぎれ
もない創作ことわざということになる。
　これらの他にも，島崎藤村の「藤村いろは」，鶴見俊輔の「俊輔いろは」
などが知られているが，このようなくカルタ創り〉，つまり，〈絵を伴ったこ
とわさ創り〉は，さまさまな分野の多くの人々によって展開されているもの
と思われる。
N　スポーツ教育における「ことわざ創り」
1．動作とことばのキャッチボール
　ミュージシャンの山崎まさよしは，「ただ何気ないことを書き留め，音に
して表現する作業が好きなんです」と言う㈹。「何気なく　さもないことを
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コツコッと」ができなくて苦労するのが世の常だが，ことばを紡ぐことによ
って悩みや問題を解決する糸口がつかめるようになることは，確かである。
作家の北杜夫は言う。「言葉というものは一種の冷却作用で，つまり自分を
いくらか客観視させるものだからである」㈲。
　ねじめ正一は，「自分も詩を書くときは，肉体からわき出てくる言葉を大
切にする。それが『伝える力』になると信じるからだ」と語っているeo。こ
のように文筆家が語ることばには，身体や肉体を発信源とするものが多い。
「全身を一つの目にするぐらいの力を込めてものを見ると，言葉がでてきて
くれるんです」とする，小池昌代（詩人）のことばも，その一つであるca。
　これらの事実は，「スポーッは創作ことわざの宝庫である」とする，わた
しの考えにおける追い風となる。スポーッには，ことわざ創りの資源が山ほ
どある。しかし，多くの指導者や選手は，その宝の山に気づかなかったか，
登るのがキツイ，掘り起こすのが面倒だと背を向けてきたと思われる。この
ことに鑑み，本章では，先達の英知をたぐり寄せつつ，スポーッ教育とこと
ばの関連性について述べることとする。
（1）動作をことばで表現する
　能力の異なった対象者を指導することは，熟練を要する。スポーツ教育の
現場において，示範のみで感じ取ることができる者は少ない。動作にことば
を添えると分かる者，さらにことばを必要とする者，誇張して表現しなけれ
ばならない者など，さまざまである。作家の猪瀬直樹は，「言葉がたくさん
あるということは，それに応じた多彩な感情を微妙な仕草のうちに使い分け
ていることになる」という㈱。教師には失敗例を含めた示範力と，理性と感
性に裏打ちされた言語表現が求められているのである。
　ことばを紡ぐということは，将来において指導的立場になるであろう学生
にも要求される資質である。下條信輔は，知覚心理学の立場から語る。「脳
は孤立した存在ではなく身体を支配し，逆に身体に支配されます。この身体
は一方で脳の出先機関であるとともに，その基礎でもあり，さらに脳にとっ
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ての環境の重要な一部を構成します」op。また，アナウンサーの有働由美子
は，プロ野球選手のイチローこと，鈴木一郎に取材して話をすることが大好
きだという。「なぜなら，彼はいつも何に対しても『理由』を持っているか
ら」「客観的に自分を見て，分析している。考えている。そして自分を変え
ていく。さらにこれからの自分をつくろうとしている」㈲。
　スポーツ活動は，随意運動である。この理に気づき，理解すれば，ことば
を紡ぐことがトレーニソグの一環として，ごく当たり前のことになるはずで
ある。からだにしみ込んでいる《ことば以前のことば》を紡ぎ出すことによ
り，練習の効率は数段上がると考えている。
（2）ことばで動作をつくりだす
　再度，有働によるイチローのことばを引用する。「今シーズソ，自分のバ
ッティソグを確立した。『頭と体が一致した』のだという」。高橋和巳（神経
精神医学）は，「人が変わる。その現象は多くの場合，言葉の変化から始ま
る」㈲。さらに「いつのまにか，言葉はこころから身体へと広がっている。
言葉はその人の行動を変えていく」と言う⑳。このことにおいて，《文体は
非常に肉体に近いもの》とする安岡章太郎（作家）と共通する。
　ことばが変わったそのときには，既にからだが変わっており，運動技能
（少なくとも要求水準）はひと皮むけている，ということになる。高樹のぶ
子は，「作者が引っぱっていた物語が，途中から重い加速をつけて走りはじ
め，作者を引ぱってくれるという，幸運な体験をしました」と，作家として
の体験を語っている㈱。俵万智は「虚構に酔うところから生まれることばが
逆に，心の真実を反映している」と言うOS。
　修辞が日常に調和するようになれば本物である。呪文のように虚構のこと
ばが現実と往復して語られる状況においてこそ，より高い目標は成就するの
である。
（3）ことわさを創る
　「創作とは，自分の心の奥を見つめ，解き放つ行為ではないか」と彫刻家
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の関保寿は言うCO。「なぜ心が動いたかコメントを付け，大事に保存して，
感性を磨くrヒント集』にする。感動を拾い集める行為そのものも，若者に
きっと何かをもたらすはずだ」「頭でっかちになるとかえって狭まるんだ」
とは，大学で教鞭をとる宮原博通のことばである⑳。
　スポーツ教育の現場でことわざを創作することは，単にことばを紡ぐだけ
ではない。「ことわさが言葉として表出されることは確かであるが，私が問
題にしているのは，ことわざの背景の思考法であり，言葉に関わるからとい
って思考まで左主導とは限らないことを確認しておきたい」は，北村孝一（こ
とわざ研究）の見解であるtla。「読む力とは文学的能力ではなく，具体的事
象をいったん抽象化し，抽象的な概念から，具体的事物や場面を想起すると
いう，一連の変換能力のようなものであろう」とする篠田節子（作家）に通
じるものがあるOO。左脳主導型といわれる現在の教育にあって，右脳主導型
とされるスポーッを行うことは，バランスのよい人間形成にとっての意義は
大きい。さらに，ことわさを創作することによって，右と左のモードを切り
替えキャッチボールすることは，全人教育の一翼を担うものと考えられる。
このキャッチボールを経た〈引き算の個性〉がことわさとして輝き，〈いさ
鎌倉〉という場で生きてくるのである。
　佐藤良明は，音楽のロック的な人間にとって「知的であることと，肉感
的，扇情的であることとは矛盾しない」としながらも，「音楽は身体的なも
ので，1歩間違えば全体主義に陥る可能性を秘めている」と語る＠。佐藤の
ことばは，いわゆるスポーツ界や体育会系とされる人たちへの警鐘であると
受け止める必要がある。スポーツは，音楽よりも身体的（身体そのものでは
ない）であるだけに，間違った方向への一方通行は防がなくてはならない。
わたしは「スポーッのことわざ創りは，からだを練り，こころを耕し，こと
ばを紡ぎ出す一連のゲームである」と捉えている。そこには，無から有を生
み出す創造性が求められ，片寄りのない，たくましい想像力が不可欠だから
である。「ことわさ創りは無関係の関係論」ということわざを創ったのは，
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このような事実に由来する。
2．スポーツの「ことわざ創り」に至る背景
　歯切れのよい言葉や文章が好きである。口に滑らかで，ッボを押さえた表
現に出合ったとき，メモをしたり，切抜きを行ってきた。含蓄のある名言や
箴言，斬新な切り口のことばに触れたときには，思わず膝を打ってきた。俳
句，短歌，漢詩などに造詣はないが，そのリズム感に魅せられ，川柳や狂歌
の比喩やひねりに感心する日々である。ことわざを創る意義や価値に加え，
このようなわたしの性格が，ことわざ創りに駆りたてたといってよいだろ
う。
　「リズムがいいから使われる」と言う松井雪子（漫画家）は，「ハイオクマ
ンタンゲンキソデ」がよく，「ゲソキソ，ハイオク，マンタソ」ではしっく
りこないという㈲。「よく見て，大きく，ゴシゴシと」とは，芸術大学で教
鞭をとり，陶芸家としても活動する三浦小平二が，幼稚園児から大学生まで
に語る《簡潔な美術の要諦》である㈲。このように，「簡潔でリズムにのっ
て核心を」といえば，《突く》が省略されているわけだが，口調のいい標語
やキャッチフレーズは，覚えやすく使いやすい。企業が，広告や見出し文の
創作に，．しのぎを削る理由がここにある。
　わたしは，体育実技やスポーツ選手の指導時に，著名人の言葉を引用する
ことがある。自作の短文で〈ボン〉と背中を押してやることも多い（国語表
現上は「背中を押す」になるが，運動力学の立場からは「腰を押す」と表現
すべきである）。わたしの趣味は，勘やコツを伝授するためのことばを創る
ことである，といっても過言ではない。運動技術の表現に工夫を凝らして，
学生の技能習得の効率化を図る。ゲームの戦略や作戦ならびに彼我の心理や
心裏を一言で表して，ことばの気を吹き込んで勇気を鼓舞し，やる気を沸き
立たせる。これらが功を奏したときは，教師冥利に尽きる。が，私の創作短
文は，断片的であり，舟橋と福田のようなカルタを創る系統性を持たせるま
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でには至っていなかった。
　1997年9月，明治大学で開かれた「第9回ことわざフォーラム」に参加
した。そこで手にした図書から，自作の短文が『創作ことわざ』と呼ばれて
いることを知った。しかも，創作の主体が学生である，という点において鮮
烈であった。
　このような経緯をたどって，同年の11月に「ことわさ研究会」に入会す
ることになった。早速，スキーの集中授業における《ことわさ創り》の資料
作成に着手した。
V　スキーの集中授業における「ことわざ創り」の実際
1．配布資料と記入用紙
　配布資料は，B5版の「スキーの『ことわさ』づくり」と，　B4版の記入
用紙である。これらの資料は，配布時に読み上げて説明した。
（1）「スキーの『ことわざ』創り」の実例
　枠内に示す資料は，法学部における1999年2月に配布したもので，前年
度の文言を修正している。特に創作例は，わたしが創作し返句を付したもの
から，前年に学生が創ったことわさに変え，8例中の5例には空欄部分を設
けた。理由は，先輩の創作例を示し，ことわざの萌芽状態にあるとされる謎
解き，つまり，クイズ形式にすることによって，受講生の動機づけが強まる
と考えたからである。正解（例解）は，初日のミーティソグ時に公表した（本
稿では，「V【作品としての《創作ことわざ》」における，テーマ別の先頭句
として収載している）。
①「ことわざ」とは何か
　ことわさは「諺」と書き，本来の意味は「言の技」，つまり言語技術
であるといわれています。ことわさは，誰かが・いつの日にか創った短
　　　　　　　　　　　　　「創作ことわざ」と「スキーのことわざ創り」　35
文ですが，決定的な定義は難しいようです。
創作の参考までに，大島建彦の分類法を記しておきます。
　0批判のためのことわざ（攻撃・非難・悪口・批判などを含めて，特
　　　　　　　　　　　　定の相手に迫るようなもの）
　②教育のためのことわさ（道理や知識として伝えられるもの）
　③娯楽のためのことわざ（軽口やしゃれなど，娯楽の気分を伴って用
　　　　　　　　　　　　いられるもの）
②「ことわざ創り」の方針
　穴田義孝のいう「あるテーマに関して，ことばを短縮し，精選するこ
とを心がければよい。できれば，一人称でつくってもらう，，それだけで
ある」を方針とします。内容的には，娯楽のためのことわざを加味した
「教育のためのことわさ創り」を基本とし，オブラートで包んだ批判，
つまり批評もあってよいでしょう。一般論ではなく，あなたが体験した
本音（ナマ）のことわざが創作できることを期待しています。
③創作例
　昨年度に参加した諸君の創作例を記載します。クイズ形式（穴埋め）
にした例もあります。
　（）内にふさわしいことばを紡ぎ，創作のヒントにしてください。
　0スキー板＝すぐハの字　こころと板は平行線
②ブーッ＝板につければブーッ板から離れれば（
③自然・天候＝雪山は（　）と同じすぐ裏切る
④　ゲレンデ＝（　　　　　　　）は技術の物差し
⑤技術・技能二一番見えない（　　）の滑り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤班・仲間＝トップでスタートビリで倒着
⑦身　 体＝筋肉痛私にも筋肉ついていた
⑧宿舎での生活＝食う寝る（　　
）
）
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（2）記入用紙の内容
①形式
　記入用紙の形式は，結果として，庄司の言う《自由創作法の「例」畢示式》
と《制限創作法の限定創作》を混合したものとなった。
②テーマ
　創作すべきことわさのテーマは，スキー用具や実習で直面する状況をイメ
ージしてつくったが，〈宿舎での生活〉など，授業としての関連事項も盛り
込んだ。テーマ毎の記入欄は上下2段に分割し，上段には「創作ことわ
ざ」，下段には「創作の視点と解説」を記入するよう指示した。
　「教師・指導者」というテーマは，理工学部の学生からの提案により，
1999年2月の法学部における授業から採用した。このテーマは，庄司が言
う「鎮魂学」，永野の言う「情緒経済学」の観点から，学生の精神衛生上な
らびに教師の指導上，欠くことができないテーマであると考えられる。
　具体的なテーマは，次の通りである。スキー板　ブーツ　ストック　ウェ
アー（帽子，手袋，サングラス，ゴーグルなどを含む）　リフト　自然・天
候　ゲレンデ（斜面，雪，人など）技術・技能　ゼッケン　ッアー　班・
仲間　身体　心・気持ち　宿舎での生活　単位　スキー全般　教師・指導者
スポーツ全般（〈ゼッケソ〉は，1998年度の明大の授業では採用せず。〈ッ
アー〉は，茨城キリスト教大学のみ採用した）。
③「創作の秘密」
　庄司にならい，「創作の秘密」欄を設けた。そこには，「『ことわざ創り』
のおもしろ味，苦心談などをできるだけ詳しく書いてください」と添え書き
をした。これにょり，「ことわざ創り」に限らず，多くの情報が得られるこ
とが予測されたからである。
2．「ことわざ創り」の授業展開
　初日の夜におけるミーティング時に，資料を配布して協力を求めた（理工
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学部は2日目の夜となった）。指導教員にも資料を配布し，できる範囲で創
作してもらえるよう依頼した。
　創作状況を把握し，創作意欲を高めるために，毎夜，学生と教員の作例を
披露し，若干の助言した。「先生の指導上の表現を工夫すれば，楽しみなが
ら上手くなる技術や心理状況がことわさに転化できる」「一言で人を引きつ
けるようにつくられた広告や新聞などの見出しなどが参考になる」「残るは
本歌取りだ」などは，その例である。
　最後の夜に，学生が秀逸と考える一句を選んで披露し，合わせて創作の視
点と解説を述べるように仕向けた。最後に指導者の句を披露した。法学部の
わたしの班では，早めに提出を求め，即興で返句をつけるなどした。
V【作品としての《創作ことわざ》
　「久々に違った頭を使った」と言わしめた《スキーのことわざ創り》。こと
わざ創りの恩恵と学生の努力に感謝しつつ，以下に作品を紹介する。なお，
テーマの横のことわさは，「教え子に教えられたる選者の句」であり，【】
内には若干のコメントを記した。文頭の＃印は配布資料中のクイズ形式にし
た句を示し，＠印は受講時のことばを本歌取りしたものと思われる句を意味
している。＊印は筆者（山口）の解説もしくは返句を示している。＄印は解
釈がむずかしいと判断した句について，学生が書いた創作の視点と解説を筆
者が文章化したものである。
（1）スキー板⇒「実力通りが道具の道理」「板の句は滑りに似た難物」
【板と一体化したくて苦労を重ねています。上手くなってもうまくなっても】
　・強制よりも共生
　＠スキーは乗っても乗せられるな
　・いい板が高い板とは限りません
　・細長い足だったらできるのかしら
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　・大転倒　板のせいだと信じたい
　・体の一部にならぬのか
　・板のくびれがうらやましい
　・上級コースでは背中
　・長さにもたつき自分にいらつき
　・調子に乗って板に乗れず
＊総身に知恵を巡らそう
　　＊カービングスキー
（2）ブーツ⇒「板あってのブーッ」「ブーッがあたりブーッにあたる」
【スキーの板よりもブーツのほうが難ブツ。拾えたことわさ数は少ない】
　＃板につければブーッ　板から離れればギブス
　・スキーにはめれば靴　はずして歩けば苦痛
　・スキー時は軽し歩行時は重し
　・バックルの緩みは気の緩み
・時にはスキーよりもよく滑る
・きっちり締めて板につく
・板はめて初めて納得この堅さ
・すね当たる痛いけれどもよい姿勢？
・ブーツの型には逆らうな
・「ふくらはぎ」より「すね」
＊ゲレンデの往復時
＊この句ができれば上達早し
（3）ストック⇒「ストックは滑るリズムの先導者」「ストックとナソとかは使
いよう」
【このテーマの句はかなり多く，それだけ話題となっているのであろう】
　・ストックは力を入れずにスーとおく
　・曲がる先のストック
　・足ができるとストック忘れ
　・突いてストック過ぎたらターソ
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・そう言えばストックって突くためにあったんだ
・ストックの持ち腐れ
・ストックが抜けないなぜなら踏んでいる
＠ストックが使えりゃ一人前
・「曲がってボン曲がってボン」口ずさみながらリズム取る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊上の句だけで十二分
・みぎひだり考えてる問にもう平ら
（4）ウェアー（帽子・手袋・サングラス）⇒「ウェアー脱げば識別できず」「馬
子にも孫にもあなたにも」
【材料が多く変化に富む。「アラいやだ脱いだ服から雪が落ち」ですかな】
　・表裏不一体
　・ウェアー新調転ぶの慎重
　・派手だから下手さが余計に悪目立ち
　・目立てばきっとうまくなる
　＠帽子を着用　危険防止
　　　　　　　　＊帽子をばかぶらぬ人をわたくしは無謀の者と見なします
・ゴーグルを通して見える風の花
・帽子と闘志は忘れずに
・ウェアーのポケットの中身は思い出と雪
・これだけ着込めばだませるか
・ハソガーに掛けたウェアー動きだしそう
＄晴れているときに降る雪
（5）リフト⇒「リフトもゲレンデ」「リフトはエレベーター」「見取り稽古の特
等席」
【リフトはことわざの泉。緊張あってこその開放感が，アイディアとなって
湧き出してくるようだ】
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　・行きは見物　帰りは見世物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・気がつくと他人の滑りフト批評
　・リフトから見える自分の姿
　・リフト中　他人（ひと）の技術を盗んでる　　＊技術の項に参考文あり
　・上りで予習下りで復習
　・アウトコースが上級者
　・重いのどっちリフトでシーソー
　・3人乗りタイミングはずしカップル＋1
　・ありがとう今度は誰を迎えに行くの
　・景色見とれてリフト1周　　　　＄降りるのを忘れてしまいそうだった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）自然・天候⇒「自然は百面相」「こころに移る自然と天候」
【晴天のみでは，学生の前途を誤らせる危惧あり。チョッピリ厳しい洗礼の
あらんことを】
　＃雪山は女と同じ　すぐ裏切る
　・泣きっ面に雪
　・景色を額に飾りたい
　・雪は雲より出でて雲より白し
　＠景色が見えれば中級者　　　　　　　　　　　＊ゴルフも同じ皆同じ
　・敵か味方かピーカソ天気
　・ウサギの足跡感動ひとしお
　・筋肉痛日和　　　　　　　　＄天気がいいと多く滑るのでその分痛い
　・標高は雪をも針にする
　・よい天気は休息時間にやってくる
（7）ゲレソデ⇒「ゲレンデはキャソバス」「シュプールはもう一人のわたし」
【意外によい句ができにくいようだ。コブの急斜面は避けたのかな】
　＃シュプールは技術の物差し
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　アイスバーンには逆らうな
＠車庫入れは運転技術の見せ所　＊車庫入れとは，整列して停止すること
・斜面の角度に自分の覚悟
・広くて広くてここはどこ
・転んだら妙に気になるまわりの目
・迫銀の世界　　　　　　　　　　　　　　＄慌てると雪が迫ってくる
・障害物は数多い　一番怖いのは人間だ
・早起きは斜面に直角
（8）技術・技能⇒「自分に出会えば進歩は急なリ」「スタート後声は聞こえず
周りは見えず」
【秀作10句の選抜は司法試験に匹敵す，とは誇張が過ぎるか。技術そのもの
はごく少数】
　＃一番見えない自分の滑り
　・格好つけるとすぐ転ぶ
　・技のうまさの一つに膝のうまさ
　　　　　　　＊「技のうまさは膝（にあり）（のうまさ）」と言い切りたい
　＠先生の後ろを滑れば技術向上　　　　　　＊班・仲間の項に参考文あり
　・一つ覚えては前を忘れる
　・天元台名物「尻餅」
　・コブ斜面やっとこ滑ってリフト乗り上から見たらただの斜面
　・そんなにたくさん言われても2ついっしょにはできません
　・布団けとばし睡眠学習
　・技術は人から盗んでも罪にはならない
（9）ゼッケン⇒「ゼッケソは看板」「大きく明示大学」「ゼッケソもウェアー」
【「みんなで滑れば怖くない？」それとも「憐れむ同類か」】
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　・番号の後ろの人には負けたくない
　・見栄はリ8番落ち着く12番
　・緑よりやっぱり紫紺がよかったな
　・明治の文字見て何故か安心
　・一致しない顔とゼッケソ
　・ゼッケンはゲレンデにおけるIDカード
　・うまいな～ゼッケソ見ると中学生
　・番号で分かる下手さ加減
　・迷ったときの道しるべ
　・軽いようで重いゼッケソ
＊8番は2班の先頭番号
＊「ちなみに私は40番」とは鎮魂歌
⑩ッアー⇒「天気次第のッアーことわさ」「死ぬ思いからウキウキまで」
【この日は猛烈な吹雪。快晴だったら，ルンルソことわさに変身】
　・ッアーは実習の難所
　・一つの体験より一つの命
　・ッアーじゃないよ遭難だよ　　　　＊簡単にジャ～二～とは言えません
　・しまった忘れた遺言書くの
　・この辛さきっと死ぬまで忘れない
　・トイレに行くのも命がけ
　・ホワイトでみんな沸き立つ“やった”の声　　＄ホワイトは帰途の茶店
　・前方のキャーという声　恐怖倍増
　・前もイヤ後もイヤ　　　　　　　　　　　　　　　＊ソーナンダー
　・ッアー終われば辛さ忘れる
⑪班・仲間ゆ「辛いときの友」「仲間に共通言語」「スポーツは潤滑油」
【こんなにいい句ができるのも，スキーが好きなおかげです】
　・話すは一時の友　語り明かすは一生の友
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出会いはいつも敬語から　　　　　　　　　　＊本人は最年少の2年生
・マッサージしている私も筋肉痛
・指摘ができる素適な関係
・初めは無口慣れたら大口
・班ごとに辛かった自慢をする毎晩　　　　　　　　　＊辛いほど勝ち
・失敗談　笑い飛ばされ疲れも吹き飛ぶ
・いびきかく友の枕に手を伸ばす
・体で助けず声で助ける
・苦労する誰が滑るか滑り順
⑫身体⇒「痛みは命の現象」「納得の身体知」「左は忘れ右は忘れず」
【疲労の痛みは休まずに取れ。一皮むけると自分を笑える】
　・想い出にちゃんと残る技とアザ
　・痛いのがまたいい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊本物だ
　・疲れは気を抜くとやってくる
　・用具の身体化
　・予想外こんな筋肉使ってた
　・僕の疲労はK点越え
　　つい出る「どっこらしょ」
　＠油ささなきゃサビだらけ　　　　　　　　　　　＊膝が曲がりません
　・筋肉痛その日のうちはまだ若い
　・身体は気持ちに敏感である
⑬こころ・気持ち⇒「こころ決まれば滑りも決まる」「半強制のありがたさ」
【優しさと厳しさ両者を兼ね備え，元気で長くスキー楽しめ】
　・怖がるからこわいのさ急斜面って
　＠肉体の限界がくると対話が始まる
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＠楽しいと思えばそれで上出来　　　　　　　＊星野隆助先生の指導語録
　・七転び即起き
　・斜面過ぎても痛さ忘れず
　・雪の上にも三日
　＠判断は冷静にハートは熱く　　　＊「クールヘッド　ウォームハート」
　・転んで傷めるのはからだだけでなし
　・皆同じそう思えば楽になる
　・先生に誉めてもらえばやる気倍増
ω宿舎での生活⇒「リフトで睡魔昨夜を反省」「合宿で気付く日常」
【けっこう忙しい宿舎での生活。寸暇を惜しんでひねっている】
＃食う寝るひねる
＠1分の遅れは10分の遅れ
・ターンも生活もリズムが大事
　ゴロゴロしてたら眠ってる
・ことわさを創るよりも寝ていたい
・てきぱきと行動しないと遅れとる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スキーの後はスイミング
・ミーティングは笑点のごとし
・テレビ見れない文句言わずに星でも見るか
・眠ってしまえばすぐに朝
・部屋だけじゃ男か女か分からない
＊食う寝る坐るは禅僧修行
＄チャンネルが少ない
＊男女同権？
⑮単位⇒「ことわさは生きさま」「単位数で軽重をはかる無分別」
【切るに忍びぬことわさばかり本心なれば全員に優。思いきって20句掲載】
　・生徒の授業態度は単位数に反比例
　・たかが1単位でもすることは10単位分
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・一福ﾍノート写して4単位　こっちはしごかれ1単位　　＊周知の現実
・一ﾂの中に百の思い出
・単位は金なり最初だけ
・単位欲しさに参加していつのまにやら真面目顔
　　　　e　　　　　　・単位は非買品
　　　　　　　　　　e・単位気にせず悠々と
・単位とれてもまた来たい
・中身が濃いそ1単位
・単位よりも貴重な体験　　　　　＄人生の財産になるような体験でした
・頼むから優とは言わぬ不可は勘弁
・単位は外見上の利益であり本当の利益ではない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊よく分かったがチト長い
・滑れてもすべっちゃうことあるのかな
・暗記力では太刀打ちできないスキー実習
・先生の評価より自己評価
・滑って取れる不思議な授業
・先生に突っ込み単位危うし　　　＄「お前単位いらんのか」といわれて
・泣きっ面に不可
・単位よりことわさ
⑯スキー全般⇒「ゲレソデも教室」「スキーの宇宙」「左右を鍛え論も滑りも」
【溢れ出したら止まらない才能がここにある。脳がことばとして露出】
　・頭もスポーッする
　・見よう見まね　でも見るとやるとは違うもの
　・楽しさ一番　技術は二番
　・楽しいと思えることが上達への近道さ
　・基礎は応用の卵なり
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　＠スキーのマナーは思いやり
　・世の原理はすべて哲学となる
　・敵は恐怖心にあり
　・痛さ過ぎれば決意忘れる
　　やると分かる体の衰え
　・準備万端　忘れ物は運動神経
　＠ゲレンデに出る前に指差し確認
　・他人が邪魔でも自分も邪魔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキーは社長　債権は平のごとし
　　　　　　　　　　　　　　＊○○法担当の○○先生は厳しいので有名
　・滑りつつ滑らされてる急斜面
　・待ち遠しかった明日ちょっと淋しい
　　すごいすごい自然も私もすごいすごい
　・七転び八滑り
　　スキーよりことわざ　　　　　　　　　　＄スキーより時間をかけた
　・真中で坐るなボーダーけちらすそ
㊥教師・指導者⇒「ことわさで溜飲下げて気炎上げ」「当然だ集中授業はす
べてに集中」
【花も教師も踏み越えて行ってほしいの学生さん。でも簡単にはいかないよ】
　　　　　　　　　　　　　　・コーチはペストスキーヤー　　　　　　　　　　＄チョッキを着ていた
　　あの滑り見せられたら文句はいえん
　・見てると楽勝　滑ると苦笑
　・仕返しできない見返したい
　・先生に上手いとほめられすぐ転倒
　　　　　　　　　　　　　　　・下で待つその教師　　　　　　　　　　　　＊担当は松薗先生でした
　　ありがとうあなたに会えて幸せです
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・今一度生徒になれ
・鬼の山口　仏の内匠屋　　　　　　＊2枚あるその舌1枚抜いちゃうそ
・時に厳しく　また時にはもっと厳しく
⑱スポーツ全般⇒「脳にも汗」「からだの知恵が身体知」「スポーッは日常の
非日常」
【スポーツは世界共通の言語。ことわさ創りでスポーッ語研究】
　・知らなかった快感
　・うまくても下手でもV＞いから楽しもう
　・食わず嫌いは損をする
　・覚えたことはいっか役立っ
　・スポーツは観るのもいいがやるのも楽しい1
　・スポーッは宝の箱
　＠頭以外の脳をも養うものである　　　　　　　　　　　＊「身体知」
　・転ぶ回数で上達を知る
　・宿泊しながら四苦八苦　　　　　　　　　　　　　　　　　＊四苦八句
　・木からボタ雪
W　「創作の秘密」を探る
　学生がことわざを創ることを，どのように感じ，考えてきたかを書いても
らった。そこには創作のおもしろ味や苦心談，さらには，価値や意義などが
率直に表現されているものが多かった。上手いことわざを創作している学生
は，「創作の秘密」欄にも充実した記述がみられる。
1．　ことわざ創りは「むずかしい」か「たのしい」か
　1998年に実施した3つのスキー教室におけることわさ創りを，trむずかし
い」，「楽しい」という比較的多く見られたキーワードをもとにして，学部別
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　　　　　（表1）　ことわざ創りは，「むずかしい」か「楽しい」か
合　計 むずかしい むずかしいｪ楽しい
楽しくて
ﾓ義あり その他 白　紙
法 34 20 6 2 5 1??
理　工 41 7 8 3 10 13
茨城キリ大　文 40 4 18 12 6 0
単位：人
に集計を試みた。（表1）
　明治大学法学部学生（以下，法学部学生と略記）においては，「むずかし
い」が58．8％を占めた。茨城キリスト教大学生（以降，ICC学生と記す）は，
むずかしさの中に楽しさや意義を見出す者が75％となっている。この点に
おいて，両者は顕著な差異を見せている。すなわち，法学部学生が「むずか
しい」から発展性に乏しいのに対し，児童教育を専攻するICC学生はむず
かしさを楽しく意義あるものとして捉えている。これは，女性の比率は法学
部生が約26％であるのに対し，ICC学生は95％という性差を考慮しても，
学問の特性と教育の在り方に何らかの違いがあるように思われる。
　理工学部学生の記述は，半数以上が白紙と意味のない文言で，文系とは興
味の方向性に相違を見せた。しかし，「むずかしいが楽しい」「楽しくて意義
あり」と答えた比率は，法学部を3ポイント余り上回っている。
2．　その他の要約
　1998年における上記の3教室と1999年の法学部生のものを合わせ，主だ
った表現を要約した。便宜上，（1）ことわざ創り　（2にとわさ創りのヒント
に分類したが，両者に明確な隔たりがあるわけではない。なお，単に，時間
がなかった，疲れた，眠かった，大変だった，むずかしかった，苦手だ等々
の文言は，誰しもが当然のことと考え，一部を記載するに留めた。
（1）ことわざ創り
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・スキーの授業で頭を使うことが新鮮だった。
・ことわざを創る，ということが新鮮だった。
・短い言葉でいろいろな事を伝えようとするのは，むずかしいと改めて思
った。
・疲れるのは体だけだと思っていたのに…。
・発表すると聞いたので真面目に書いてしまった。発表なしで，下らない
事を書きたかった。
・このようなことわさを考えてみるのも，たまにはいいなあと思った。
・提出の15分ぐらい前まで自分の頭と格闘した。
・「自分と対話すると見えないものが見えてくる」とおっしゃったことが
実感できた。
・どんなものがことわざなのかあまり分からなかったので，思ったことを
書いた。
・時間がなかった。
・疲れと眠気との戦いだった。
・改めてスキーの楽しさと言葉の面白さを感じた。
・創造することの難しさ痛感。
・体育の授業なのに意外だった。創ることに意味があり，忘れられないこ
　とになるだろう。
・国語的な知識がなく，従来のことわさすら思いつかなかった。（多数）
・個性のある企画だ。
・2日目からはポンポソ浮かんできた。できた作品を誇らしく思う。
・このイベソトがなかったら，実習の満足度は違ったものになったかも知
れない。
・同類の句があるため，他の人の発表は最終日だけにした方が良い。
・良い体験ができた。
・この3日間の私がよく出ていると思う。
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　・スキーの上達よりむずかしい。人生の楽しみが増えた。
　・どれだけボキャブラリーがあるか試されているような気がした。
　・日頃頭を使っていないのがよく分かった。（多数）
　・スキーの知識がなく，思うがままに書くのが精一杯だった。
　・体がボロボロなのに頭を使うとは。良い経験をさせてもらった。この講
　　義を選んで正解。
　・40分のみで創作できた。それだけスポーッ実習の印象が強かったから
　　だと思う。
　・表現力と心理が大きく左右する。
　・ことわさによってヒューマニティーがよく分かることが分かった。
　・5・7・5を意識してしまいことわさらしくないが，けっこう楽しく書け
　　た。
　・テーマについて考えることができ，スキーの復習にもなると思う。
　・久々に違った頭を使った。
　・一度調子に乗ると意外に浮かんでくるもの。普段やらないよい経験だっ
　　た。
　・是非，題に先生の項を入れてほしかった。
　・うまいものを考えつくと，満足で少しうれしかったりもした。
　・ことわざはレポートよりもむずかしい。
　・標語かことわさか分からなくなってしまった。
　・ことわざというよりダジャレになってしまった。
　・ただの文になってしまった。
　・結局書いたものはよく分からなかった。
　・できた作品の良さに喜びと感動がある。
　・けっこう満足している。たまには「笑点」みたいなことも面白いと思う。
　・友達の創った短文を聞くのは楽しい。
　・俳句や川柳やキャッチコピーのようになってしまった。
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・素直な気持ちが出て魅力的だけど，頭の回転が必要だ。
・今までの自分の苦労や楽しさを振り返ることができた。
・その人その人の表現力や個性が現れるので面白い。
・これだけの言葉で気持ちが伝わると思うとワクワクする。
・リフトに乗って友達と「ことわさノイローゼだね」と話しながら考えた。
・読み返してもおもしろい。
・まだ完全に楽しめないことが残念。
・うまい自分の言葉が見つからない。来年会えたら聞いてほしい。
・スキー実習を振り返ることができ，注意力や観察力が増した。
・レポートなどより素直な気持ちが現れるようだ。
・思ったより楽しくできた。スキーに対する感じ方や技術面での未熟さを
認識できた。
・スキー以外でも作ってみたい。
・みんな会うたびに「ブッブッ」とことわざを創っているのがおもしろい。
・教師になる自分のあるべき姿を確認できた。
・自分の心や友達の心に触れるきっかけになった。
・会話が弾みとても楽しい。でも最後の1つがうまく出てこない。納得
　いかん。
・「ことわざ創った？」が挨拶代わりになった。
・「あっこちゃん」。それは秘密だから。
（2）ことわざ創りのヒント（失敗や苦労話に隠れたヒソト）
　・直接感じたことを書きました。
　・ことわさや四字熟語をちょっと変えて創作した。
　・リフトの上とトイレの中だと良い作品が浮かびやすい。
　・それぞれのシーンを思い出しながら考えた。
　・思ったらその場ですぐにメモ。
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　・滑っているとき以外は，食事中も入浴中も，夢の中でも考えていた。
　・何度も書き直してみる。
　・体験を他の人がうなずけるように表現する。
　・ことばをかけあって創ろうと思った。
　・先生の話や一般のことわざを参考にした。
　・ルームメイトと一緒に考えたりしたが，結局自分のことで精一杯だっ
　　た。
　・うれしいことがあると，すぐことわさにしようと考えた。
　・楽しいこともいっぱいあったのに，それが書けていない。
　・あれ？，なるほど，と思わせるのが好き。一日中考えていた。
　・全体はできても，部分的な言葉選びに迷ってしまう。
　・ことば自体は思い出せても，その言葉を連ねることが大変。
　・文章のシェイプアップが不十分でスリム化に苦労。
　・久しぶりに柔らかいものの考え方をした。
　・ネタは見つかっても，うまい具合に調子良い言葉にならない
　・本歌取りをしようとしたが，自分があまりことわざを知らないので悲し
　　くなった。
　・やってきたことをすべて振り返ることができて，とてもためになった。
　・語呂を結びつけることが難題だった。
　・ことわさ創りの面白味は思い出の具体化か，と思えた。
　・書いたもん勝ち。ことわざはなるほどと思わすことができるのがおもし
　　ろい。
　・何か面白いものはないかと想像をふくらまし，直感・感性で創り出す。
　・そのまま言葉に残すのではなく，工夫することにより少しずつ変わって
　　くる。
　・自分の心が動いたときに，フッことわさが浮かんできた。
　・意気込んだら余計に思いつかない。
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・友達と話しているとき，「それいただき」ということが何度もあったが，
すぐ忘れてしまう。
・客観的・一般的に考えてしまうので，おもしろいものができなかった。
皿　おわりに
　「必ず光る一人一諺」。これが，文系学生に対する実感である。事実，最初
の水準では，選抜すべきことわさがないという学生は，皆無であった。理系
の学生にとっては，「寝耳に水のことわざ創り」であったことと思う。しか
し，文系よりもはるかに感性の豊かな学生もみられ，日常から左右の脳内キ
ャッチボールができていることをうかがわせた。
　スキーは，ことばを紡ぐ材料に恵まれている。とはいえ，遠く離れた雪山
でのスポーッと集団生活という非日常の世界ゆえに，疲労や時間的な制約が
ある。その中で，学生諸君はよくやってくれた。逆に，厳しい条件下であっ
たからこそ，集中してことわさ創りができたといえるかもしれない。
　いずれにしても，スポーツの創作ことわざという切り口に，意外性と新鮮
さを感じ取ってくれた結果であると考える。暗記ではなく想像性豊かに創造
する，つまり，自分に納得できる何かを創り出すことに感動を得たためであ
る，と言える。松尾芭蕉が言う《舌頭に千転させる》環境が与えられれば，
彼らの輝きは一層増すものと確信する。
　わたしにとっては，緒についたばかりの《スポーッのことわざ創り教育》
である。手始めとなった《スキーのことわざ創り》は，試験的なものであっ
た。結果として，資料を十分に解析するまでには至っておらず，多くの課題
を残している。が，あえて生の資料を公開したのは，加工してしまったもの
よりもリアリティーをもって迫ってくる，と考えたからである。
　《スポーッのことわさ創り》は，単なる研究テーマに留まらず，教育その
ものとしても，溢れる魅力を備えていることが確認できた。今後も継続して
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実践していきたいと考えている。
　末筆となったが，スキーのことわざ創りにご理解下さった明治大学理工学
部の長谷川宏一教授，茨城キリスト教大学の鋤柄純忠教授をはじめ，スキー
教室の先生方，学生諸君に感謝の意を表する。
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